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•

資
本
移
動
の
^
:由
の
認
め
ら
れ
る
結
：果
、
資
本
家
は
；
 

外
國
の
.資
本
家
と
聯
合
し
て
、
'資
本
の
威
力
を
廣
く
_
 | 

際
間
に
及
ば
^
ぅ
ど
す
る今

：：：

に
於
て
は
、
勞
働
組
合
一 

も
亦
國
際
間
に
其
羽
冀
を
張
ら
な
い
限
り
、
能
く
資
本
一 

家
：の
組
織
に
對
杭
す
る
を
得
な
い
道
理
で
ぁ
る
。
資
本 

の
移
®

の
自
由
で
ぁ
る
が
如
く
、
勞
働
の
移
励
も
亦
今
‘ 

日
’の
國
際
經
濟
に
於
て
は
大
體
自
出
.で
め
っ
て
、
唯

人
( 

種
的
偏
見
：に
基
く
制
限
，が
め
っ
？

、
榮
®
ヌ
は
生
活
' 

條
件
の
極
め
て
劣
等
，な
る
國
か
ら
來
る
移
住
に
對
し
て
,

蘭
限
が
行
は
れ
れ

6

す
る
こ
ビ
を
以
つ
て
、
除
外
例 

す
る
。
隨
つ
て
國
際
間
の
勞
働
條
件
を
比
較
し
て
、
； 

劣
等
な
る
國
か
ら
優
良
な
る
國
に
向
つ
て
、
勞
働
者
が 

移
動
し
、
，斯
C

T
勞
働
條
_

の
，國
際
間
に
均
衡
を
保
つ 

に
茧
る
こ
ど
を
以
.つ
て
、
一
自
然
の
勢
ビ
し
な
け
れ
ば
な 

ら

ぬ

.0
'
然
し
斯
く
勞
働
者
が
_

_
間
に
移
動
し

"
職
：
 

業
の
乏
し
い
所
な
り
勞
働
條
件
の
劣
つ
た
所
な
り
か
ら
. 

其
磐
富
で
ぁ
又
優
良
で
ぁ
.る
所
に
向
つ
て
、
移
動 

し
、
新
な
る
職
業
に
就
い
て
、
.新
に
自
己
の
運
命
を
開 

.

拓
す
：る
に
就
て
は
、
國
際
間
に
勞
働
組
合
の
聯
鉻
の
設 

け
ら
れ
る
こ 

>し
を
必
要
^
す
る
。
蓋
し
此
稲
の
聯
絡
が

ぁ
れ
ば
、

ー
國
の
或
る
組
合
に
於
て
"
或
る
勞
働
者
の

持
っ
て
居
っ
为
龊
合
員
資
格
は
他
國
の
組
合
に
於
て
、

• 

. 

. 

. 

; 

:
:
:
: 

- 

: 

. _

同
一
め
資
格
を
招
續
し
た
も
の
ど
認
め
ら
れ
る
か
ら
で 

ぁ
る
。
 

.

'

バ
以
上
は
國
際
的
勞
働
組
合
を
し
て
勞
働
組
合
に
伸
ぅ 

純
正
の
職
分
を
行
は
し
め
よ
う
ビ
す
る
希
望
に
胚
胎
し

笫
十
六
怒
' 

(

K
at
三〗

0
 

0 

,
國
際
勞
侧
紕
合
主
峩
の
诞
動
：

第
3£
號

七
三
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:

m

屮

六

卷

(

六
瓦
四〕

雜

.，
錄

'
國
際
勞
働
組
合
主
遴
の
述
動
，：
 

'.
 

.

第

芄

號

七

四

|
た
所
の
議
論
で
あ
る
が
？
今
：2
现
存
す
る
國
際
的
勞
磡
::
へ
組
織
す
る
計
畫
ゃ
、
行
動
が
强
く
現
は
れ
來
つ
た
の
で
。
 

組
合
♦か
染
し
て
如
上
純
疋
の
職
分
を
以
つ
て
、
滿

足

す

あ

る

•か
、
其
結
果
は
未
知
數
で
あ
り
、
矢
張
り
戦
前
各 

る
も
®,
で
.あ
る
か
ビ
云
へ
ゆ
、
必
す
し
も
然
る
を
得
す
、

種
の
産
業
に
於
て
、個
別
的
に
成
立
し
て
居
つ
た「

ィ
ン 

時
勢
の
進
步
に
伴
い
、糊
々
の
方
面
に
亙
つ
て
、
組
合
の
‘

.タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
ス」

を
甚
礎
ビ
し
て
、
發
ff
i

す
る
逍 

主
張
^
實
行
す
る
こ
^

^
、
势
カ
し
て
已
ま
な
い
の
：で

|

を
求
め
る
の
外
に
、
出
づ
る
所
は
な
い
よ
ぅ
で
あ
る
。
 

ぁ
る
。

'

元
來
國
際
勢
働
組
合
組
織
の
議
は
千
九
西1

部
n
.
l 

土 

：

:
ペ
ン
パ
ー
ゲ
シ
に
開
か
れ
た
會
議
に
於
て
、
問
題w

爲 

國
際
勞
働
飢
合
主
義
は
，其
發
達
の
！S
か
ら
云
へ
ば
、
;

り
、
涎
規
約
は
翌
年
の
ス
ッ
ー
ト
ガ
ル
ト
會
議
、- :

並
に 

國
際
社
會
.主
義
ょ
り
も
、
餘
程
遲
れ
て
居
る
。
十
九
世
，，j

翌
々
年
のV

ブ
リ
ン
會
議
に
於
て
決
定
3
れ
、
爾
來
«
 

紀
を
通
じ
て
、
勞
働
組
合v

j

ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
の
ニ
年
に

1

囘
の
定
例
會
議
が
開
催
さ
れ
て
、
戰
爭
當
時 

如
&
國
際
的
勞
働
組
織
の
政
治
的
方
而
ご
の
間
に
は
、

ま
で
渝
る
所
が
な
か
つ
た
の
で
，あ
る
0 

.著
し
き
差
>;
|
を
存
し
な
.か
つ
た
.。
«
一一
 
十
11
1
&
に爲つ戰

IT
國
際
勞
働
紙
合
は
:'
-
:

Intesational 

Conference 

て

1
.很
^
立
し
|2
ト
.レ
ー
ド
、

ユ
ー
一
オ
ン
.、_ 
ィ

ン
タ
.
.

| 

o
f 

:the 
.National. ..secretaries 

of. T
r
a
d
e

 

U
n
i
o
n

 

1
ナ
ン
ヨ
ナ
ル
が
組
織
さ
れ
た
が
、
寧
ろ
ソ
^

—

シ
ャ

ジ

C
e
n
t
r
e
s

ビ
International 

Secretary 

of the 

Natl. 
?

 

ス
ト
、
ィ
ン
タ
ー
ナ
ン
ヨ
•ナ
ル
に
從
屬
し
た
も
の
で
あn

a
l
C
e
n
t
r
e
s

 

of T
r
a
d
e

 

U
n
i
o
n
s

ビ
の
ニ
，̂•よ

..CNS-CS 

つ
て
、
前
者
の
所
屬
員
の
如
き
、
多
C
は
後
者
に
：風
し
？
：前
者
は
每
ニ
年
一
囘
の
#
を
を
開
き
、
後
者
は
各
國
よ 

て
房
る
狀
態
で
ぁ
っ
た
*0
戰
f
後
國
際
的
勞
働
組
合
.を
d

り
蒐
集
し
た
情
報
に
基
い
て
、
牟
次
報
吿
を
I
成
す
る

職
務
を
掌
つ
た
。
此
組
合
に
加
ス
す
る
も
の
は
、
各
國 

に
現
存
す
る
勞
磡
組
合
聯
合
會
で
ぁ
.つ
て
、

一
國
に
於 

て
ー
組
合
に
限
る
乙
ビ
、
す
る
。
此
制
限
の
爲
め
に
、 

英
國
は 

ceneral 

Federation 

of T
r
a
d
e
Q
n
i
o
n
s
L
i
K

 

つ
て
代
表
さ
れ
る
が
、
合
衆
國
の
1

0

W •
 

W
の
如
き 

は
、
常
然
排
斥
さ
れ
る
こ
.ぢ
、
爲
ら
ざ
る
を
得
な
い
 ゝ

1

旦
國
際
勞
働
組
合
に
加
入
す
る
.レ

ビ
を
許
さ
れ
た
內 

國
組
合
は
紕
合
員
一
千
名
に
對
し
、
半
馬
克(

後
に
一 

馬
克
に
、
SI
に
一
埸
克
半
に
引
上
げ
ら
る)

の
割
合
を 

以
つ
て
、
國
際
紺
合
の
爲
め
に
、
醵
金
を
負
擔
す
る
義 

務
を
荷
ぅ
の
で
ぁ
る
。
千
九
百
十
三
年
に
於
け
る
加
入 

組
合
員
は
一
一
十
一
個
國
に
及
び
、
多
少
な
り
ど
も
勞
働 

組
合
運
動
が
國
內
に
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
加
入
し
な
か 

つ
た
の
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ー
ン
、濠
洲
，
勃
牙
、
利
日
本
. 

等
に
土
ま
つ
た
ー
方
に
、
加
入
諸
國
並
に
其
國
內
に
於 

て
包
擁
す
る
組
合
員
の
數
は
左
の
如
く
で
ぁ
る
ビ
稱
さ 

れ
た
。

ポ
ス
ニ
ア
、K

ル
. 

ツ
エ
ゴ
グ
牛
ナ

ク
ロ 

^
チ
T
、

ラ
グ
オil

'.丁 

_ 

_

芬西 塞 羅 諸 价 旬 和 英 獨

mT*J

利 逸 西 蘭 決

太 牙

合
合

四
二
八
、三
六
三

:
:
:

V 
二
六
、〇
八
ニ

::
五
，五
ニ
ニ

K
、
五
三
八

一

〇

七

、
〇
广
'
七 

V

ー
一
〇
、
九

べ

九

.

H
八
七
d

〇
0 

ニ
、
五
五
三
、
一
六
ニ 

::
人
七
四
，
ニ
八
一 

六
一
、
五
三
：ft 

T
:

 
一，I、

九
六
- 

三
ニ
〇
、九 

一
ニ 

六
〇
、九
七
五 

九
、七
〇
八

^

d

o

o

1

〇
〇
、〇
〇
〇 

A
五
、
五
ニ
ニ 

八
六
''
三
一
三 

ニ
、〇
豇
四
、
丑
ニ
六
'

七
、
三
九
四
、
四
六
一

右
|1
千
九
茛
十
ニ
年
末
の
數
字
で
ゎ
り
、：
隨
っ
て
闼
年
加
入
し
/:
新

第

十

六

卷

(

六
五
五)

雜

錄

圃
際
勞
働
組
合
主
義
の
運
動
.

笫
五
狨

七
五



第
十
六
猞
\ 

(

六
五
六〕

：
雑
：
:

錄
'̂
國際勞蚴紕余主进

西
蘭
他
|:
南
阿
非
利
如
は
除
外
さ
れ
?:
次
第
で
ゎ
5
0

戰
前
國
際
勞
働
組
合
は
何
を
職
分
ビ
し
た
か
ビ
云
へ 

ば
"
勞
働
組
合
と
稱
し
な
が
ら
、
勞
働
組
合
本
來
0
.職
：
 

務
R
從
は
す
、
寧
ろU

0
統
計
並
に
報
吿
の
發
表(

一
一)

：
 

金
錢
的
援
助
の
傅
達(

一

ニ)

勞
働
.に
關
係
ぁ
る
jl
i

{
;

會
的
立 

法
を
進
涉
す
る
決
議(

四〕

勞
働
組
合
運
動
に
於
け
る
國 

家
的
統1

の
進
行
を
以
つ
て
ヽ
重
な
る
職
務
ど
し
V

實 

行
的
運
動
は
之
を
！

l

避
し
た
，' 現
に
千
九
西
七
年
佛
關
：
 

西
の
C
、
G
、
T
が
國
際
勞
働
組
合
§
戰
帮
に
反
對
す 

可
き
之
ビ
を
提
識
し
た
際
^
、
討
議
に
付
せ
ら
れ
す
、

其
政
治
上
の
問
題
た
る
故
を
以
つ
て
、
ソ
ー
シ
ヤ
リ
ス 

ト*

ィ
ン
タ
t

ナ
シ
ヨ
ナ
，
に
移
^
れ
た
こ
ど
の
如
き
、

又
千
九
百
九
年
の
巴
麗
會
議
に
於
て「

各
國
：に
於
け
る 

勞
働
組
合
運
動
の
趨
勢
並
化
戰
術
に
關
す
る
問
題
は
總
' 

て
論
議
さ
れ
な
い
ビ
.云
ふ
決
議
の
成
立
し
た
こ

ビ

に

.建
 

し
て
も
、
國
際
勞
働
組
合
の
本
質
如
彻
を
知
る
に
雛
し

例
の
運
動 

.
第
K
駿

.
_
七六

皮
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

、:

歐
洲
戰
爭
中
、
國
際
的
聯
合
運
動
の
總
て
沐
J]
:
さ
れ
：
 

た
こ
^
は
、
已
む
を
得
な
い
所
で
あ
る
が
、
國
祭
勞
鳓 

|

組
合
の
書
記
役
は
此
間
に
於
て
尙
ほ
組
合
の
働
き
を
®
 

際
に
現
は
さ
ぅ
^
し
ハ
ア
ム
ス
タ
I
ダ
ム
に
執
行
機
關 

j
'

を
設
け
、
千
九
百
十
六
年
リ
ー
ゾ
に
聯
合
諸
國
勞
働
紐
：
 

•A
n
會
議
k
開
き
、
翌
十
七
牟
K
に
.：ベ
ル
ン
に
中
歐
諮
國 

| 

.
:
3
に
.
1
!
~
立
諸
陵
勞
働
» :
合
會
議
を
他
ほ
し
^
が
、
.實
際

.

.

.

. 

i

R
效
果
を
奏
す
る
を
得
な
か
つ
た
。
■然
る
に
國
際
的
勞 

マ
働
紺
合
聯
合
會
を
復
活
す
务
針
畫
は
、
戰
带
終
^
前
か
;,
;

;

ら
試
み
ら
れ
、
千
九
1 ^

十
七
印
ブ
リ
、ッ
ス
ル

1'
:

開
か
れ 

_
た
英
國
勞
#
組
合
大
會
は
國
際
的
»
合
^
加
入
す
る
こ
. 

S

を
決
議
し
た

1
：

方
に
、
千
九
：白
十
八
年
の
聯
合
國

®

. 

四
囘
勞
働
會
議
は
、
ぃ
戰
後
國
際
龠
議
を
開
く
準
.
_
委
員 

會
を
組
織
し
、
而

し

て

千

九

许

十

九

年

ー

ル

ン

に

開
.か
れ
た
會
_

に
於
て
は
、
努
働
紐
合
代
表
者
の
#
合

. 

i:
.他
ほ
し
、
續
い
て
同
年
九
：
^
ア
ム
ス
-
Kル
ダ
ム
に
開

力
れ
ね
.國
際
勞
働
顧
合
會
議
'■に
於
て
、
.xntc3ational: 

■
Federation 

of T
r
a
d
e

 

U
n
i
o
n
s

 

を
復
活
し
た
。圯
き
邊

R
代
表
者
を
，派
遺
し
た
國
は
十
，四
個
.國
の
多
き
.に
及

び
、
ァ
ッ
.ス\

トV

を
食
頭
に
、
ゴ
ム
パ
ー
ス
並
に
ジ
ユ 

ォ
丨
を
副
會
頭
に
、
フ
冲
メ
ン
並
に
ォ
ー
ド
、ギ
I

ス
ト 

を
書
'記
役
に
任
選
し
、(

後

に

ァ

ッ

，フ
ル
ト
，シ
は
聯
合
會 

が
社
會
生
義
的
色
彩
を
帶
び
來
れ
る
故
を
以
.つ
て
、
辭

任
し
、
ジ
エ—

 

*

工
ッ
チ
ー
ト

會
の
職
分
の
左
の
數
■
に
存
す
る
こ
ヒ
を
公
表
し
た
0 

第
一
' 

一
國
又
は
國
際
的
基
礎
に
於
て
’

諸
組
合
を 

結
合
し
、
組
合
共
通
の
利
益
を
發
揚
f
る
こ
ビ
、

第
一
一
、
»
合
以
外
に
房
る
國
に
對
し
て
も
、
勞
fi
tl 

合
運
動
の
進
涉
を
謀
る
こ
ビ
、

第一

一
一
、

勞

働

紐

合

相

互

に

利

害

關

係

.ぁ

る

問

題

に

就
 

て
聯
合
的
運
動
を
行
ぅ
こ
$
、

第
四
、
國
際
間
に
ブ
ラ
ッ
ク
、

る
、
を
防
ぐ
こ
ど
、

第

十

六

猞

(

六
玉
七)

雜

绡H
=
T

以
上
の
諸
目
的
#
に
今
後
必
要
に
應
じ
て
1
 

規
約
中
に
加
へ
ら
れ
る
目
的
を
賃
徹
す
る
に
必
¥
な 

る
資
金
を
準
備
す
る
こ
と
、

右
の
如
く
國
際
努
働
紕
合
聯
合
會
が
聯
合
會
の
0
的 

を
叨
に
し
、：

一
國
に
行
は
れ
る
勞
働
紺
合
運
動
の
上
に 

立
つ
て
、
ai
.に
之
に
强
味
を
與
へ
ょ
ぅ
ど
す
る

j
事
は 

注
目
に
仅
す
る
办
.で
.ぁ
る
.。
而
し
て
今
日
此
^
澧
.が
國

丨
マ
ス
之
に
代
つ
ち
聯
合
際
間
に
；旦つて、

;:.

幾
何
の
勢
カ
を
有
す
る
か
は
、
左
.
m

1

表
に
於
て
之
^
知
る
を
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
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四
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七
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五
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一
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〇

四
〇 

ニ
五
0 

ニ
/\
1

ニ 
ニ
五

二
三
、i

ハ-

i

ハ
二

沿
の
如
'き
數
宇
上
の
勢
力
で
あ
つ
て
は
、
國
際
勞
働
紙 

合
聯
合
#:
も
尙
ほ
將
來
に
於
て
、
發
展
す
可
&
餘
地
の 

頗
る
大
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち 

同
.

1

方
面
に
於
て
、
別
種
の
運
®
を
試
み
る
削
體
k

»
 

抗
し
、
角
逐
す
る
の
必
喪
あ
る
は
勿
論
で
あ
る

が
、

M
 

此
：秫
の
團
體
ヒ
し
て
、
.
何
も
の
が

'あ
る
か
ビ
ー

K

へ

國
際
勞
働
組
合
主
義
め
逝
動 

.
第
3£
號

七

八

ば
、
其
.ー
ッ
;«
合
衆
國
の
勢
働
紙
合
聯
合
會
で
ぁ
>
、
 

他
の
ー
つ
は
露
西̂

に
起
つ
た
:.
!

^

，
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;

!

^

^

^

!
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International

で
あ
る
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露
國
の
&R

働
組
合
述
動
者
は̂

初
か
ら
ア

ム

ス

タ
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丨

ナ
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に
加
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す
る
ャ
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絕
し
て
居
つ
た
0
:即
ち
千
九
百
十
九
部
秋
同
剛
體
の
生 

腦
者
.が
華
聖
«

k
開
か
れ
た
國
際
勞
働
會
議
ハ
官
設)

に 

參
加
す
る
に
就
て
>
举
備
し
^
鹿
づ
た
際
、
全
露
西
驵 

勞

働

組

合

會

_

は
彼
等
の

行

動

を

不

可

な

り

€

す

る

意

 

見

を

發

表

し

、
，

j

方
に
革
命
的
勞
慟
組
合
紙
織
を
國
際 

的
に
設
け
る
運
動
に
翁
手
し
た
。
：即
ち
千
九
：由
ニ
十
年 

0
初
夏
諸
國
に
於
け
る
勞
働
糾
合
述
動
の
代
表
者
間
に 

數
次
の
會
合
が
催
さ
れ
、
：興
結
果
ビ
し
て
同
年
七
月
十
：
 

五
.
n第
三
ィ

ン^
_
_

ナ

パ

シ

ヨ

ナ

の̂

够

行

委

員

ど

協
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が
IT
^
f

L

' :努
働
紙
合
運
動
の
射
織
改
造
を
问
的 

す
る
武
裝
的
國
際
委
員
會
€
云
ふ
意
■味
を
以
つ
て
、
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Industrial 

^

^
这
な
る
も
の
が
組
織
^
れ
、
其
目
的v

し
て
、

:第 

一
ノ
階
級
鬪
宰
其
他
の
舰
念
を
|1
«

^
に
宣
{?
|
す 

る
こ
ど
、

第
一1、

勞
働
運
動
を
雜
賜
な
ら
し
め
る
階
級
協
調
の 

病
弊
を
絕
ち
、
又
平
和
的
狀
態
の
裡
に
資
本
主
義
を 

脫
す
る
を
得
べ
し
ど
す
る
希
望
の
實
现
S
れ
ざ
る
次 

第
を
明
に
す
る
こ
ヒ
、

第
三
、
世
界
の
勞
働
粗
合
運
動
：に
於
け
る
總
て
の
準 

.

命
的
要
素
を
結
合
し
、
國
際
.聯
盟
の
下
に
：在
る
-國
際 

勞
働
辰
.に
對
し
.て
"
決
定
的
反
對
を
試
み
、
併
せH

ア
ム
ス
-グ
ル
ダ
ム
に
於
け
る
國
際
勞
働
組
合
聯
合
會

の
綱
領
政
策
に
も
反
對
す
る
，こ
ど
"

第
四
、
階
級
的
利
寄
の
現
#
す
る
事
實
に
就
て
.國
：
 

際
的
運
動
を
飢
織
し
、
同
盟
艄
業
の
維
持
に
要
す
る 

資
金
を
醵
集
す
る
こ
i

第
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他

國

に

於

け

る

運

動

の

狀

況

を

廣

く

通

報

す

'
.
.
'
一
る
こ
.ビ
：

.
第
六
：
國
際
的
運
#

に
關
す
る
|«
微
、
册
子
等
を
發

行

す

る

こ

ビ

I

の
諸
點
を
舉
げ
た
o

:
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：
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右
の
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き
次
第
で
あ
っ
て
、
國
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勞
働
組
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し
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居
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が
、
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の
外
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:
、
各
秫
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事
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一

:

に
就
て
、
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國
際
的
に
組
織
さ
れ
た
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あ
る
o
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一
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ど
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
沿
苯
か
ら 

云
へ
ば
、
最
も
*:
い
も
沄
ベ
：る

。
.如
ち
千
八
西
九
十
年 

；

[i
l
際
坑
夫
聯
合
會
の
飢
織
3
れ
た
の
は
、
此
秫
紐
合
の 

噹
矢
で
あ
っ
：て
、
千
九
西
年
以
前
に
旣
に
十
ー
一
の
聯
合 

會
が
あ
り
> 
歐
洲
開
戰
當
時
に
は
三
十
ニ
に
塯
加
し
、
:

の

述

動

.
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,
國
際
勞
働
組
合
主
義
の
連
動

戰
後
化
於
て
は
、
農
業
勞
働
湛
、
飮
食
料
品
製
造
業
勞 

働
者
、
海
員
、
郵
便
從
業
者
等
に
關
す
る
四
っ
の
矶
八
1-
1
:

を
增
加
し
た
。
從
來
此
M
の
il
l
際
的
#
合
#
の
職
分
ビ 

す
る
所
は(

一)
同
盟
®
業
に
於
け
る
披
助
I

金
錢 

に
；侬
る
援
肋
を
普
通
ど
し
、
時
に
.は
ブ
ラ
ッ
ク
レ
ッ
グ
_

の
製
|1
|||
|

^剩
し
て
、
ボ
ー
ィ
コ
ッ
ド
を
行
ふ(

1
1
)，

フ

ラj 

ッ
ク
、
レ
ッ
グ
の
輸
入
を
陳
业
す
る
、(

三)

組
合
員
の
：

j 

或
る
者
を
外
_

に
移
住
さ
せ
る
、X

四)
典
同
の
綱
領
のj

 

採
用
3
れ
る
戰
に
縦
力
す
る
こ
ど
の
諸
項
に
外
な
ら
な
一 

か
っ
た
•か
、
戰
後
に
於
て
は
"
新
に
戰
爭
を
否
認
す
る 

こ
ど
、
、
事
業
を
社
#:
の

所

有

に

移

す

こ

ど

の

ニ

项

が

j 

加
へ
：
ら
れ
、

殊
に
，社

會

有

の

一

事

は

坑

夫

紐

合

に

依

：つ
一 

て
、
熱
心
に
主
張
さ
れ
る
に
至
つ
た
V
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虫
活
費
問
題

今
日
の
世
界
經
濟
を
一
；ム
々
す
る
に
常
り
世
人
は
兎
角 

財
政
や
質
易
や
金
融
や
勞
働
淨
_
等
を
高
唱
し
て
生
活 

Is
開
題
を
練
外
す
る
の
は
そ
の
硏
究
が
*[
何
^
も
地
缺 

で
出
來
榮
が
な
く
且
つ
調
木
4
に
困
_
だ
^
し
ろ
誠
に
遺 

慽
な
事
ビ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
然
し
如
何
に
此
の
問
題
が
；
 

冷
淡
視
さ
れ
て
も
凡
有
る
經
濟
問
題
中
最
も
根
本
的
だ 

ビ
云
ふ
點
k
於
て
は
少
し
も
變
は
な
い
の
で
あ
る
そ
ん 

な
ら
ば
何
故
之
が
报
本
的
で
あ
る
か
ビm

へ
ば
世
界
繳 

,濟

は

策

一

に

個

人

の
經
濟
生
活
に
初
ま
り
そ
の
生
活
は 

.

.生
^
費

に

ょ
.っ
.て

支

配
'̂
.れ
る
か
.ら
で
ぁ
る
一
ム
ふ
事

丨

'

;.
:

,

,:は
餘
り
喋
々
を
要
せ
ぬ
所
で
あ
る
而
し
て
此
の
生
活
費

: 

ヾ

:
:
:
:
問

題

は

中

產

階

級

無

產

階

級

に

ど

り

て

は

最

も

緊

切

な

問
題
で
あ
り
從
つ
て
爲
政
者
及
び
中
產
無
產
階
級
を
相
を

ウ

イ

ル
ト

シ

ヤ

フ

ト

、
ク
ン

ト
、

ス
タ
タ
ス
タ
ツ
ク•

手
^

す
る
資
本
家
に

^

り
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
る

V
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云
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ね
ば
な
ら
ぬ
。

歐

洲

生

活

費

の

U

傾
向

仳
界
物
愤
の
趨
勢
は
.戰
前
に
於
て
は
殆
ん
ざ
同
一
方 

句
で
ぁ
つ
た
が
戰
後
に
至
つ
て
紙

幣
の
濫
發
に
ょ

る
金 

離
備
の
不
足
、
爲
替
の
木
利
、',
生
產
並
に
交
通
組
*
の 

破
壤
等
の
爲
め
に
國
際
間
の
物
資
の
流
通
に
圆
滑
を
缺 

き
遂
に
此
の
原
則
が
破
れ
て
玆
に
ニ
大
潮
流
が
現
出
し 

然
も
各
反
對
に
走
つ
て
居
る
從
つ
て
此
の
海
流
^
棹
さ 

す
生
活
费
も
同
じ
く I

一.樣
の
傾
向
を
帶
：ぶ
る
に
至
つ
^

今
歐
洲
の
生
活
®

に
就
て
挪
«
す
る
に
前
述
の
11
1
:
の̂： 

大
勢
ビ
同
樣
二
種
に
分
類
し
て
見
る
事
が
㈩
*
る
が
大 

觀
す
れ
ば
it
洲
に
於
て
は
.其
の
程
度
に
於
て
生
活
费
騰 

貴
[i
l
の
方
が
甚
し
く
然
も
近
世
經
濟
史
ic
於
て
は
全
く 

見
る
事
出
來
ぬ
慘
儋
た
る
も
の
で
ぁ
る
。

今
歐
洲
各
國
の
生
活
費
を
研
究
す
る
に
當
り
典
の
指
數
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が
多
少
學
問
的
に
取
扱
ふ
爲
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大
體
昨
年
の
各
刀
を 

通
じ
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居
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て
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虫
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費
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生
活
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が
大
體
に
於
て
低
下
し
て
居
る
國
は
中
立
國
：
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又
は
交
戰
國
は
し
で
も
そ
の
爲
替
が
酷
C
下
落
せ
ぬ
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々
で
あ
る
が
を
の
實
例
^
し
て
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、
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、
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0
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ヶ
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